
7）選考指定言語

特記
事項

(　　　　　　　　　　　　　　)

(ﾚﾍﾞﾙ:　 )

(ﾚﾍﾞﾙ:　 )

新規

交替

JICA事務所の所在地（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

配属先上長:男性、30代、1名
カウンターパート:男性、30代、3名(各センターに1名ずつ)
指導対象:軍職員の配偶者グループ(各センターに20名程度)

園芸道具、庭園、花壇

配属先と協力しながら以下の活動を行う。
1.軍関係者の配偶者グループに対し、フラワーガーデン、コンテナガーデン、ハンギングバスケット等による修景、造園に
関する指導を行う。
2.活動上のカウンターパートとなる各センターのトレーナーへの技術移転を図る。

配属先は、軍本部より要請を受け、軍職員の配偶者を対象としたたフラワーガーデン、コンテナガーデン、ハンギングバス
ケット等による修景、造園技術のトレーニングプログラムを実施予定である。3か月ごとに、3か所の職業訓練センターを対
象としながら活動を行うが、フラワーガーデン、コンテナガーデン、ハンギングバスケット等による修景、造園に関する技術
を有する指導者を確保すべく、JICAボランティアの要請となった。国内で開催されるブータン王室花の博覧会(Royal
Bhutan Flower Exhibition)等への出展も視野に入れた人材育成を計画しており、経験の豊かなシニアボランティアによる技
術移転が求められている。

ティンプー市

2018

王福祉事務局

プロジェクトホープ事務所

(コード                  )

要請番号（　　　　 　　   　　　　－　　  　－　   　－　　   　 ）048 18 4 01

B332

ブータン
造園

国　名

区　分

(長期のみ)

代目

派遣希望時期

（日本語）

2）配属機関名

　　3）任地（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

記入日：

事務局記入欄

職　種

配

属

機

関

概

要

1）受入省庁名

（日本語）

4）配属機関の規模・事業内容

1）要請理由・背景

2）予定されている活動内容（最終的な活動内容は、赴任後に配属先と協議し決定します。）

3）ボランティアが使用する機材の機種名・型式、設備等

要

請

概

要
4）配属先同僚及び活動対象者

ティンプー県ティンプー市

年度　　    募集ボランティア要望調査票2018 4回

派遣希望

期間

9

長期 短期

2019

7

B

SA

受験番号

/

/

/

英語

年 月 日12 14

月

配属先は、ブータン国王による福祉事業を管轄する事務所であり、軍関係者とその家族等を対象に、職業訓練や収入向
上活動、起業などの分野で支援を行っている。年間予算は約700万円。

2 年

1 年

     ヶ月

車任地からJICA事務所までの交通手段、所要時間（  　　　　　　　　　で約　　　　　時間）0.2

通信（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

電気（　 　  　　　　　　　　　　　　　　）

水道（　 　  　　　　　　　　　　　　　　）

気候（　　　　　　　　　　　　　 ） 気温（温暖冬季少雨気候 -5～30 安定 不安定 なし

安定 不安定 なしインターネット可 電話可 無線

地域
概況

5）活動使用言語

6）生活使用言語

派遣時期は7月上旬を予定。

グループ型

個別

NGO

日系社会

英語

英語 ）(

）(

又は

資

格

条

件

等

短期 短期 シニアSV_A

℃位）

年

から日系

2018/12/18版

任地での乗物利用の必要性

現職教員特別参加制度

不要

単車

自転車

四輪自動車

春募集時のみ適用
SVは通年対象外

単車：青年のみ可　四輪車：SVのみ可

活動に必要なため。

・学歴

・経験

又は

指導経験
フラワーガーデン、ハンギングバスケット・

・性別 備考：

・免許/資格等

備考：

15年以上 備考：

(

(

(

)

)

)

(

(

)

)

)

( )

(

・ コンテナガーデンの修景、造園の指導経験 可 否



7）選考指定言語

特記
事項

(　　　　　　　　　　　　　　)

(ﾚﾍﾞﾙ:　 )

(ﾚﾍﾞﾙ:　 )

新規

交替

JICA事務所の所在地（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

配属先役員長(2019年度から)50代男性、農業・花卉栽培経験30年 日系 ※日本語可
作業員数名

事務机

1.日本庭園の基本設計・施工・監理を支援する。
2.四季折々の草花を植える花壇と遊歩道の整備を支援する。
3.庭園維持、管理方法を指導する。
4.桜園のコンセプト提案を行い、テーマパークの集客力向上に協力する。
その他、ボランティアの経験を生かした活動を行う。

当国の大半の日系高齢者養護施設は財政難であり、バザーや日本祭りを開催し財源の確保に努めている。さくらホームで
は敷地内の桜園(96,584平方メートル)を利用し、毎年7月下旬から8月上旬の桜の開花時期に合わせ、週末8日間で桜祭り
を開催している。同催しは同市の公認行事とされ、延べ2万人が訪れ、配属先の大きな収入源となっている。通年で一般観
光客及び市民に有料で開放し、ホーム運営費の一部を捻出したいとし、この広大な桜園を日本庭園として整備しようとして
いるが、設計、施工、監理ができる人材が現地にはいないため本要請が提出された。現在桜園には桜5百本が植えられ、
小さな滝(高さ3メートル)を併設した池、鳥居5基、一部歩道等を設置した状態となっている。

サンパウロ市

2018

サンパウロ日伯援護協会

高齢者養護施設 カンポス・さくらホーム

(コード                  )

要請番号（　　　　 　　   　　　　－　　  　－　   　－　　   　 ）309 18 4 03

B332

ブラジル
造園

国　名

区　分

(長期のみ)

代目

派遣希望時期

（日本語）

2）配属機関名

　　3）任地（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

記入日：

事務局記入欄

職　種

配

属

機

関

概

要

1）受入省庁名

（日本語）

4）配属機関の規模・事業内容

1）要請理由・背景

2）予定されている活動内容（最終的な活動内容は、赴任後に配属先と協議し決定します。）

3）ボランティアが使用する機材の機種名・型式、設備等

要

請

概

要
4）配属先同僚及び活動対象者

 サンパウロ州カンポスドジョルダン市

年度　　    募集ボランティア要望調査票2018 4回

派遣希望

期間

3

長期 短期

2019

7

D

D

NA

受験番号

/

/

/

ポルトガル語

英語

年 月 日12 20

月

1959年に設立された日系社会を代表する福祉・医療機関で、サンパウロ州の日系人の福祉・医療事業を実施している。本
部の他に福祉部門、4つの高齢者介護施設、精神障害者社会復帰センター、児童社会活動センター、自閉症児療育学級、
病院、医療センターなどを運営している。協会全体の年間予算は約150百万米ドル。カンポス・さくらホームは保養地として
知られるカンポスドジョルダン市に位置し、施設には60歳以上の健康高齢者、要介護高齢者、認知症高齢者が入居してい
る。これまでに日系社会シニアボランティア5名が派遣されており、1名が2020年7月まで(高齢者介護職種)活動中である。

2 年

1 年

     ヶ月

ﾊﾞｽ任地からJICA事務所までの交通手段、所要時間（  　　　　　　　　　で約　　　　　時間）3

通信（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

電気（　 　  　　　　　　　　　　　　　　）

水道（　 　  　　　　　　　　　　　　　　）

気候（　　　　　　　　　　　　　 ） 気温（温暖湿潤気候 5～30 安定 不安定 なし

安定 不安定 なしインターネット可 電話可 無線

地域
概況

5）活動使用言語

6）生活使用言語

グループ型

個別

NGO

日系社会

ポルトガル語

ポルトガル語 ）(

）(

又は

資

格

条

件

等

短期 短期 シニアSV_A

℃位）

年

から日系

2018/12/18版

任地での乗物利用の必要性

現職教員特別参加制度

不要

単車

自転車

四輪自動車

春募集時のみ適用
SVは通年対象外

単車：青年のみ可　四輪車：SVのみ可

日本庭園の基本設計

・学歴

・経験

又は

実務経験
・

・性別 備考：

・免許/資格等

備考：

10年以上 備考：

(

(

(

)

)

)

(

(

)

)

)

( )

(

・ 可 否



7）選考指定言語

特記
事項

(　　　　　　　　　　　　　　)

(ﾚﾍﾞﾙ:　 )

(ﾚﾍﾞﾙ:　 )

新規

交替

JICA事務所の所在地（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

技術担当職員:女性30歳代 博士
盆栽担当職員:男性

園芸用具一式(スコップ・鍬・ふるい・一輪車等)。

キト市植物園の職員とともに以下の活動を行う。
1.施工された日本庭園の整備に対し助言する。
2.庭園管理に関する技術指導を行う。(主に維持管理・植物剪定・水路管理・庭園に適した植物に関する助言等)

キト市植物園は日本庭園と日本原種の植物の育種・展示に強い関心を示し、2006年から在エクアドル日本大使館の支援
により年間6回に亘る盆栽展や盆栽に関するセミナーを開催している。2018年にはエクアドルと日本の外交関係樹立100周
年を迎えるにあたり、それを記念して日本庭園建設が計画され、その設計・施工のため短期シニア海外ボランティアが派遣
された。(2017年1月～5月)100周年記念式典も開催され広くエクアドル人に日本庭園の存在を知らしめる結果となったが、
植物園職員は日本庭園の管理に対し専門的知識を有している職員がいないため、その技術・知識の定着化を図るために
後任要請に至った。

ピチンチャ県キト市

2018

キト市役所

キト市植物園

(コード                  )

要請番号（　　　　 　　   　　　　－　　  　－　   　－　　   　 ）318 18 4 01

B332エクアド
ル 造園

国　名

区　分

(長期のみ)

代目

派遣希望時期

（日本語）

2）配属機関名

　　3）任地（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

記入日：

事務局記入欄

職　種

配

属

機

関

概

要

1）受入省庁名

（日本語）

4）配属機関の規模・事業内容

1）要請理由・背景

2）予定されている活動内容（最終的な活動内容は、赴任後に配属先と協議し決定します。）

3）ボランティアが使用する機材の機種名・型式、設備等

要

請

概

要
4）配属先同僚及び活動対象者

ピチンチャ県キト市

年度　　    募集ボランティア要望調査票2018 4回

派遣希望

期間

3

長期 短期

2019

7

C

D

SA

受験番号

/

/

/

スペイン語

英語

年 月 日10 18

月

1989年、キト市役所は市が所有する種苗センターを協定に基づきエクアドル自然科学博物館に委譲した。1991年アンデス
植物財団が設立され、植物園の運営管理が移管された後、2005年から現在の「キト市植物園」として開園した。植物園はカ
ロリーナ公園の中に位置する。約19,000㎡の敷地を有し17,000種の植物が植生している。年間入場者数は約65,000人。予
算は52万米ドル。入場料が35%を占めるほか市役所からの助成金などで賄っている。技術部門スタッフ7名、全職員数は22
名。国内8ヵ所の植物園とネットワークを形成するほか、アトランタやスイスの植物園と協定を結んでいる。

2 年

1 年

     ヶ月

徒歩任地からJICA事務所までの交通手段、所要時間（  　　　　　　　　　で約　　　　　時間）0

通信（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

電気（　 　  　　　　　　　　　　　　　　）

水道（　 　  　　　　　　　　　　　　　　）

気候（　　　　　　　　　　　　　 ） 気温（高地地中海性気候 10～28 安定 不安定 なし

安定 不安定 なしインターネット可 電話可 無線

地域
概況

5）活動使用言語

6）生活使用言語

派遣希望時期:7月上旬
英語・スペイン語両言語で活動可。

グループ型

個別

NGO

日系社会

スペイン語

スペイン語 ）(

）(

又は

資

格

条

件

等

短期 短期 シニアSV_A

℃位）

年

から日系

2018/12/18版

任地での乗物利用の必要性

現職教員特別参加制度

不要

単車

自転車

四輪自動車

春募集時のみ適用
SVは通年対象外

単車：青年のみ可　四輪車：SVのみ可

技術指導のため

・学歴

・経験

又は

実務経験
・

・性別 備考：

・免許/資格等

備考：

10年以上 備考：

(

(

(

)

)

)

(

(

)

)

)

( )

(

・ 可 否


